
実 施 設 計 図

工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内

全　　　　　　葉　第　　　　　　号

鹿 　児 　島 　県

市
町
村

郡

S=1:25

鹿児島 武町

管種・管径区分 記号 企　業　名

通信系

Q 株式会社QTnet PVφ75，φ50

B

K

BTV株式会社 PVφ50

鹿児島県警(公安委員会) PVφ75，φ50

N 西日本電信電話株式会社(NTT西日本) PVφ75，φ50

BD ボディ管 VPφ250，φ200

FA VPφ150共用FA管

D 株式会社NTTドコモ PVφ50

R 道路管理者 PVφ50

T 難視聴ケーブル PVφ50

メ メンテナンス管 PVφ50

特殊部展開図(1)
S=1:25

名　称

型　式
T-4型(一般接続用)
500×1050×2000

LT01

<通信系;下り線>

特殊部展開図(1)　<通信系;下り線>

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

民地側

終点側

車道側

名　称

型　式
T-4型(一般接続用)
500×1050×2000

LT02

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

民地側

終点側

車道側

起
点

側

終
点

側

民地側

車道側

起
点

側

終
点

側
民地側

車道側

F
A

F
A

B
D

FA VP 150 1

FA VP 150 1

BD VP 200 1

F
A

B
D

B
D

BD VP 200 1

FA VP 150 1

BD VP 200 1

名　称 数　量

ダクトスリーブ

VP管用
(BD管,FA管)

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

規　格

止水栓

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

1

2

-

-

-

-

-

名　称 数　量

ダクトスリーブ

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

2

1

-

-

規　格

止水栓

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

-

-

-

-

-

-

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

鹿児島東市来線
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令和6年度
電線共同溝整備(補助･補正)工事(武町R6-1工区)



実 施 設 計 図

工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内
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鹿 　児 　島 　県

市
町
村

郡

S=1:25

鹿児島 武町

管種・管径区分 記号 企　業　名

通信系

Q 株式会社QTnet PVφ75，φ50

B

K

BTV株式会社 PVφ50

鹿児島県警(公安委員会) PVφ75，φ50

N 西日本電信電話株式会社(NTT西日本) PVφ75，φ50

BD ボディ管 VPφ250，φ200

FA VPφ150共用FA管

D 株式会社NTTドコモ PVφ50

R 道路管理者 PVφ50

T 難視聴ケーブル PVφ50

メ メンテナンス管 PVφ50

特殊部展開図(6)
S=1:25

名　称

型　式
T-1型(基点接続用)
1400×1800×3000

RT01

<通信系;上り線>

特殊部展開図(6)　<通信系;上り線>

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

名　称

型　式
T-1型(基点接続用)
1400×1800×3000

RT02

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

車道側

起
点

側

終
点

側

民地側

車道側

起
点

側

終
点

側

民地側

K K
N NN

D D Q

連系管路

N PV 75 3

Q PV 75 1

D PV 50 2

K PV 50 2

B
D

F
A

BD VP 250 1

FA VP 150 1

K PV 50 2

KK

N

引込管路

N PV 50 1

B
D

F
A

K K

BD VP 250 1

FA VP 150 1

K PV 50 2

K K

K PV 50 2

B
D

BD VP 200 1

R K

BNNN

QK

連系管路

メ N N Q

B RK K

Q PV 75 1

N PV 50 2

B PV 50 1

Q PV 75 1

N PV 50 3

B PV 50 1

R PV 50 2

K PV 50 4

引　込

横断管路

メ PV 50 1

名　称 数　量

ダクトスリーブ

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

1

-

1

4

7

規　格

止水栓

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

-

-

-

-

名　称 数　量

ダクトスリーブ

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

1

1

1

2

18

規　格

止水栓

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

-

-

-

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

鹿児島東市来線
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-

令和6年度
電線共同溝整備(補助･補正)工事(武町R6-1工区)
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工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内
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市
町
村

郡

S=1:25

鹿児島 武町

管種・管径区分 記号 企　業　名

通信系

Q 株式会社QTnet PVφ75，φ50

B

K

BTV株式会社 PVφ50

鹿児島県警(公安委員会) PVφ75，φ50

N 西日本電信電話株式会社(NTT西日本) PVφ75，φ50

BD ボディ管 VPφ250，φ200

FA VPφ150共用FA管

D 株式会社NTTドコモ PVφ50

R 道路管理者 PVφ50

T 難視聴ケーブル PVφ50

メ メンテナンス管 PVφ50

特殊部展開図(7)
S=1:25

名　称

型　式
T-4型(一般接続用)
500×1050×2000

RT03

<通信系;上り線>

特殊部展開図(7)　<通信系;上り線>

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

名　称

型　式
T-4型(一般接続用)
500×1050×2000

RT04

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

起
点

側

終
点

側

車道側

民地側

起
点

側

終
点

側
車道側

民地側

F
A

F
A

B
D

B
D

F
A

B
D

B
D

BD VP 200 1

FA VP 150 1

BD VP 200 1

FA VP 150 1

BD VP 200 1BD VP 200 1

FA VP 150 1

名　称 数　量

ダクトスリーブ

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

2

2

-

-

規　格

止水栓

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

-

-

-

-

名　称 数　量

ダクトスリーブ

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

2

1

-

-

規　格

止水栓

VP250

VP200

PV管用
PV75

PV50

VP150

-

-

-

-

-

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

VP管用
(BD管,FA管)

鹿児島東市来線
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令和6年度
電線共同溝整備(補助･補正)工事(武町R6-1工区)
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工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内

全　　　　　　葉　第　　　　　　号

鹿 　児 　島 　県

市
町
村

郡

S=1:25

鹿児島 武町

管材区分 記号 企　業　名

電力系

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

EC2

EC1

E予(150)

E特

Eh(60)

Eh(100)

EL

(S)FEPφ100

(S)FEPφ100

(S)FEPφ150

(S)FEPφ150

(S)FEPφ100

(S)FEPφ100

(S)FEPφ100

E予(100) (S)FEPφ100

特殊部展開図(10)　<電力系;上り線>

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

名　称

型　式
A-3型マンホール
1800×2100×4000

RE01

※ 管種，管径は下表を参照すること

名　称

型　式
機器用ハンドホール(LB用)
330×590×610

LB-R1

※ 管種，管径は下表を参照すること

車道側

民地側

起
点

側

終
点

側

車道側

民地側

起
点

側

終
点

側

特殊部展開図(10)
S=1:25<電力系;上り線>

E
特

(
L
)
E
予

(
L
)

E
C
1
(
L
)
E
C
1
(
L
)
E
C
2
(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
h
(
L
)

E予 SFEP 150 1

Eh SFEP 100 1

EC1 SFEP 100 3

EC2 SFEP 100 1

E特 SFEP 150 1

引　込

連　系

E
特

(
L
)

E
予

(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
C
2
(
L
)

E予 SFEP 150 1

EC1 SFEP 100 2

EC2 SFEP 100 1

E特 SFEP 150 1

連　系

引　込

(B)(B)(B)(B)

引込管路

E FEP 80 4

E
8

引込管路
(バス停)

E FEP 80 1

E
L

EL FEP 100 1

連系管路

名　称 数　量

ベルマウス

SFEP150

SFEP100

FEP100

FEP80

SFEP100 -

-

-

規　格

SFEP150

SFEP100

FEP80

FEP100

-

-

止水栓
-

強化可とう管用

強化可とう管用

難燃性FEP管用

【凡例】

強化可とう管用

難燃性FEP管用

ロングベルマウス

難燃性FEP管用 FEP100 -

名　称 数　量

ベルマウス

SFEP150

SFEP100

FEP100

FEP80

SFEP100

-

-

-

規　格

SFEP150

SFEP100

FEP80

FEP100

-

-

-

止水栓
-

強化可とう管用

強化可とう管用

難燃性FEP管用

【凡例】

強化可とう管用

難燃性FEP管用

ロングベルマウス

難燃性FEP管用 FEP100 -

4

8

1

5

(L):ロングベルマウス

(B):ベルマウス

(L):ロングベルマウス

(B):ベルマウス

(
B
)

(
B
)

E8 E8 E8 E8
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実 施 設 計 図

工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内
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鹿 　児 　島 　県

市
町
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S=1:25

鹿児島 武町

管材区分 記号 企　業　名

電力系

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

九州電力

EC2

EC1

E予(150)

E特

Eh(60)

Eh(100)

EL

(S)FEPφ100

(S)FEPφ100

(S)FEPφ150

(S)FEPφ150

(S)FEPφ100

(S)FEPφ100

(S)FEPφ100

E予(100) (S)FEPφ100

特殊部展開図(12)　<電力系;上り線>

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

区　分 記　号 管　種 管　径 孔　数

本　体

連　系

引　込

起点側

車道側

終点側

民地側

名　称

型　式
A-3型マンホール
1800×2100×4000

RE02

※ 管種，管径は下表を参照すること

名　称

型　式
機器用ハンドホール(LB用)
330×590×610

LB-R2

※ 管種，管径は下表を参照すること

車道側

民地側

起
点

側

終
点

側

車道側

民地側

起
点

側

終
点

側

特殊部展開図(12)
S=1:25<電力系;上り線>

E
特

(
L
)

E
予

(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
C
2
(
L
)

E
C
1
(
L
)
E
h
(
L
)

E予 SFEP 150 1

EC1 SFEP 100 3

EC2 SFEP 100 1

E特 SFEP 150 1

連　系

(B)(B)(B)

引込管路

E FEP 80 3

E
L

EL FEP 100 1

E
C
2
(
L
)
E
予

(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
特

(
L
)

E
予

(
L
)

E
特

(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
C
1
(
L
)

E
h
(
L
)

連系管路

E
予

(
L
)

E
特

(
L
)

E
C
1
(
L
)

連系管路

E予 SFEP 150 1

EC1 SFEP 100 3

EC2 SFEP 100 1

E特 SFEP 150 1

Eh SFEP 100 1

引　込

連　系 E予 SFEP 150 2

E特 SFEP 150 2

EC1 SFEP 100 2
引　込

Eh SFEP 100 1

名　称 数　量

ベルマウス

SFEP150

SFEP100

FEP100

FEP80

SFEP100

8

12

-

-

-

規　格

SFEP150

SFEP100

FEP80

FEP100

4

-

-

止水栓
-

強化可とう管用

強化可とう管用

難燃性FEP管用

【凡例】

強化可とう管用

難燃性FEP管用

ロングベルマウス

難燃性FEP管用 FEP100 -

名　称 数　量

ベルマウス

SFEP150

SFEP100

FEP100

FEP80

SFEP100

-

-

-

1

3

規　格

SFEP150

SFEP100

FEP80

FEP100

-

-

-

止水栓
-

強化可とう管用

強化可とう管用

難燃性FEP管用

【凡例】

強化可とう管用

難燃性FEP管用

ロングベルマウス

難燃性FEP管用 FEP100 -

(L):ロングベルマウス

(B):ベルマウス

(L):ロングベルマウス

(B):ベルマウス

E8 E8 E8

(
B
)

鹿児島東市来線
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工 事 名
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河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内

全　　　　　　葉　第　　　　　　号

鹿 　児 　島 　県

市
町
村

郡
鹿児島 武町

鹿児島東市来線

S=1:50
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0580

80 5@1000=5000 80

5160

覆工板　1000×2000×200

覆工板　1000×3000×200覆工板　1000×3000×200

鋼矢板Ⅲ型
L=8.50m

鋼矢板Ⅲ型
L=8.50m

腹起しH-400×400×13×21

ズレ止め　[-200×80×7.5

鋼矢板Ⅲ型
L=8.50m

覆工受桁
H-350×350×12×19

覆工受桁
H-350×350×12×19

覆工板　1000×3000×200
(覆工板　1000×2000×200)

桁受
H-300×300×10×15

ズレ止め　[-200×80×7.5

覆工板　1000×3000×200

覆工板　1000×2000×200

桁受
H-300×300×10×15

設計条件

kN/m210.0

三角形

断面計算用土圧

ランキン

3.430m

4.000mx6.800m

電力系特殊部(A-3型)

断面計算

安定計算

地表面上載荷重

水　圧

土　圧

地下水位

掘削深さ

掘削面積

対象構造物

GL-1.900m

仮 設 工 重 量 表

4
5
6
0

受桁基礎
RC-40

覆工受桁
H-350×350×12×19

1210 4380 1210

910 2180 910

2
3
8
0

腹起しH-400×400×13×21

腹起しH-400×400×13×21

8000

4
0
0

2
9
5
0

4
0
0

175 175

8350

3
0
0

3
0
0

腹起しH-400×400×13×21

仮設工構造図（1）
電力系特殊部（A-3型MH）

平均Ｎ値
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地下水位
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シラス

8
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3
0
0

2
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0

810 2380 810

4
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0

4
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2
0
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路面覆工平面図

断　面　図

G.L.G.L.

側　面　図

仮 設 工 構 造 図 (1)
電力系特殊部（A-3型MH）1800×2100×4000

S=1:50

支保工平面図

Ａ-Ａ断面 Ｂ-Ｂ断面

寸 　　 法 単 位

Ⅲ 型 t

t

t

1 箇所 あ たり

H - 4 0 0 × 4 0 0 × 1 3 × 2 1

2 7 . 5 4

2 . 7 2

単 位質 量

0 . 0 6 0 t / m

1 本当 た り質 量 個 数 質 　　 量

5 4

H - 4 0 0 × 4 0 0 × 1 3 × 2 1 0 . 2 0 0 t / m

0 . 2 0 0 t / m

2

2

0 . 5 1

1 . 3 6

0 . 5 9

L = 8 . 5 0 m

L = 6 . 8 0 m

L = 2 . 9 5 m 1 . 1 8

1 0 0 0 × 2 0 0 0 × 2 0 0

1 0 0 0 × 3 0 0 0 × 2 0 0

t3 1 . 4 4計

m 20 . 2 0 0 t / m 2 5-A = 2 . 0 0 m 2 1 0 . 0 0

m 20 . 2 0 0 t / m 2 1 0-A = 3 . 0 0 m 2 3 0 . 0 0

m 24 0 . 0 0計

H - 3 5 0 × 3 5 0 × 1 2 × 1 9

H - 3 0 0 × 3 0 0 × 1 0 × 1 5

[ - 2 0 0 × 8 0 × 7 . 5

0 . 1 3 5 t / m

0 . 0 2 4 6 t / m

L = 5 . 1 6 m

L = 5 . 1 6 m

[ - 2 0 0 × 8 0 × 7 . 5

t計

t2 . 8 040 . 7 0

t2

t0 . 2 620 . 1 3

t2

2 m 29 . 6 8L = 8 . 3 5 m W = 0 . 5 8 m A = 4 . 8 4 m 2

m 29 . 6 8

t8 . 0重 量

部 　材 　 名

鋼 矢板

〃

腹 起し

覆 工板

〃

覆 工受 桁

桁 　受

ズ レ止 め

〃

受 桁基 礎

基 面整 正

L = 8 . 3 5 m

L = 8 . 0 0 m

5 . 0 2

1 . 5 60 . 7 8

0 . 4 00 . 2 0

0 . 0 9 3 t / m

0 . 0 2 4 6 t / m

再 生砕 石 　 t = 2 0 0
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実 施 設 計 図

工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内

全　　　　　　葉　第　　　　　　号

鹿 　児 　島 　県

市
町
村

郡
鹿児島 武町

鹿児島東市来線
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125 5750 125

15@400=6000

1
2
5

3
3
5
0

1
2
5

9
@
4
0
0
=
3
6
0
0

9
1
0

1
7
8
0

9
1
0

3
6
0
0

1320 3360 1320

6000

Ｂ
Ｂ

ＡＡ

80

2000 3000 2000

80

7160

7000

3
5
0
2
0
0

3
0
0

5
5
0

8
5
0

6000

5
9
0
0

2
6
0
0

8
5
0
0

5
5
0

2
1
5
0

1
0
0
0

3
1
5
0

80 2000 3000

7160

2000 80

2000 3000 2000

7000

8
0

5
@
1
0
0
0
=
5
0
0
0

8
0

5
1
6
0

5
1
6
0

2
1
5
0

1
0
0
0

5
9
0
0

2
6
0
0

8
5
0
0

5
5
0

3600

2
0
03
0
0
3
5
0
2
0
0

1
0
5
0

8
5
0

3
1
5
0

780

80 5@1000=5000 80
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覆工板　1000×2000×200

覆工板　1000×3000×200

鋼矢板Ⅲ型
L=8.50m

鋼矢板Ⅲ型
L=8.50m

腹起しH-350×350×12×19

ズレ止め　[-200×80×7.5

鋼矢板Ⅲ型
L=8.50m

腹起しH-350×350×12×19

腹起しH-350×350×12×19

覆工受桁
H-350×350×12×19

覆工受桁
H-350×350×12×19

覆工板　1000×3000×200
(覆工板　1000×2000×200)

桁受
H-300×300×10×15

ズレ止め　[-200×80×7.5

腹起しH-350×350×12×19

覆工板　1000×2000×200

覆工板　1000×3000×200

桁受
H-300×300×10×15

設計条件

kN/m210.0

三角形

断面計算用土圧

ランキン

3.150m

3.600mx6.000m

通信系特殊部(T-1型)

断面計算

安定計算

地表面上載荷重

水　圧

土　圧

地下水位

掘削深さ

掘削面積

対象構造物

GL-1.900m

仮 設 工 重 量 表

4
5
6
0

受桁基礎
RC-40

覆工受桁
H-350×350×12×19

2
1
0
0

1320 3360 1320 910 1780 910

3
0
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3
0
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175 175

7350

仮設工構造図（3）
通信系特殊部（T-1型MH）
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路面覆工平面図

断　面　図

G.L.G.L.

側　面　図

仮 設 工 構 造 図 (3)
通信系特殊部（T-1型MH）1400×1800×3000

S=1:50

支保工平面図

Ａ-Ａ断面 Ｂ-Ｂ断面

部 　材 　 名 寸 　　 法 単 位

鋼 矢板 Ⅲ 型 t

t

t

1 箇所 あ たり

〃 H - 3 5 0 × 3 5 0 × 1 2 × 1 9

2 4 . 4 8

1 . 7 2

単 位質 量

0 . 0 6 0 t / m

1 本当 た り質 量 個 数 質 　　 量

4 8

腹 起し H - 3 5 0 × 3 5 0 × 1 2 × 1 9 0 . 1 5 0 t / m

0 . 1 5 0 t / m

2

2

0 . 5 1

0 . 8 6

0 . 4 0

L = 8 . 5 0 m

L = 5 . 7 5 m

L = 2 . 6 5 m 0 . 8 0

覆 工板 1 0 0 0 × 2 0 0 0 × 2 0 0

1 0 0 0 × 3 0 0 0 × 2 0 0〃

t2 7 . 0 0計

m 20 . 2 0 0 t / m 2 1 0-A = 2 . 0 0 m 2 2 0 . 0 0

m 20 . 2 0 0 t / m 2 5-A = 3 . 0 0 m 2 1 5 . 0 0

m 23 5 . 0 0計

覆 工受 桁 H - 3 5 0 × 3 5 0 × 1 2 × 1 9

桁 　受 H - 3 0 0 × 3 0 0 × 1 0 × 1 5

ズ レ止 め [ - 2 0 0 × 8 0 × 7 . 5

0 . 1 3 5 t / m

0 . 0 9 3 t / m

0 . 0 2 4 6 t / m

L = 5 . 1 6 m

L = 7 . 3 5 m

L = 5 . 1 6 m

[ - 2 0 0 × 8 0 × 7 . 5 0 . 0 2 4 6 t / mL = 7 . 0 0 m

t4 . 7 6計

〃

t2 . 8 040 . 7 0

t1 . 3 620 . 6 8

t0 . 2 620 . 1 3

t0 . 3 420 . 1 7

受 桁基 礎 再 生砕 石 　 t = 2 0 0

基 面整 正

2 m 21 1 . 4 6L = 7 . 3 5 m W = 0 . 7 8 m A = 5 . 7 3 m 2

m 21 1 . 4 6

t7 . 0重 量
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実 施 設 計 図

工 事 名

路 線

河 川
名

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

地内

全　　　　　　葉　第　　　　　　号

鹿 　児 　島 　県

市
町
村

郡
鹿児島 武町

鹿児島東市来線

S=1:50

41

T-2型【基点接続用】
(W950xH1400xL3000)

正　面　図側　面　図

平　面　図

腹起し
L=4.24m

パイプサポート
L=1.28m
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軽量鋼矢板
L=2.5m

腹起し
L=4.24m

軽量鋼矢板
L=2.5m

パイプサポート
L=1.28m

種　　目 規　　格 数　　量 単位計　　算　　式

50

1.51.475

=

=

1箇所あたり数　量　表

50.0

床　掘 V=4.34×1.62×2.10 = 14.76 14.8 m3

= 6.43 6.4 m3

= m3

= 4.24 5

0.176= 0.18

4= 4

埋　戻

= 14.8 m3

埋戻砂 砂

残土処理 土砂 14.76

枚

t

本

t

本

N=（18+7）×2

W=50×2.50×0.0118t/m

N=4.24×2×2/4.00

W=5.0×0.0351t/本

N=2×2

軽量鋼矢板

（L=2.50m）

腹起し材

（アルミ製）

切梁材

Ⅱ　型

（賃料）

120×120×4000

（賃料）

パイプサポート

V=4.34×1.62×2.10-（3.51×1.42×0.20+3.31×1.22×1.71
　+1.70×1.16×0.22）

V=6.43/0.95 6.77 6.8

V=14.76

仮舗装 A=4.34×1.62-1.70×1.16 = 5.06 5.1 m2密粒度AS　t=30

土砂

水締め

設置・撤去 L=50.0×0.250 12.50= 12.5 m

1700 1160

3510

100100 3310

1420
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2
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1
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1
0

Co殻処理 V=7.03×0.06無筋

= 7.0 m2既設平板ブロック t=60 7.03A=4.34×1.62

= 0.42 0.4 m3

（掘削時） （掘削時）（復旧時） （復旧時）
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仮舗装既設平板ブロック
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平　面　図

T-3型【基点接続用】

正　面　図側　面　図
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車道部(W950xH1500xL2200)

種　　目 規　　格 数　　量 単位計　　算　　式

44

1.61.558

=

=

1箇所あたり数　量　表

44.0

床　掘 V=3.54×1.65×2.23 = 13.03 13.0 m3

= 5.34 5.3 m3

= m3

= 3.44 4

0.140= 0.14

4= 4

埋　戻

= 13.0 m3

埋戻砂 砂

残土処理 土砂  13.03

枚

t

本

t

本

N=（15+7）×2

W=44×3.00×0.0118t/m

N=3.44×2×2/4.00

W=4.0×0.0351t/本

N=2×2

軽量鋼矢板

（L=3.00m）

腹起し材

（アルミ製）

切梁材

Ⅱ　型

（賃料）

120×120×4000

（賃料）

パイプサポート

V=3.54×1.65×（0.20+1.78+0.02）-（2.70×1.45×0.20+2.50×1.25×1.78）

V=5.34/0.95 5.62 5.6

V=13.03

車道舗装 A=3.54×1.65-π/4×1.05
2

= 4.98 5.0 m2

土砂

水締め

設置・撤去 L=44.0×0.250 11.00= 11.0 m

As殻処理 A=3.54×1.65×0.15

= 10.4 m2A=3.54×1.65×2

=  0.88  0.9 m3

舗装版取壊し アスファルト t=15cm

4
0
0

A=3.54×1.65-π/4×1.05 = 4.98 5.0 m2

A=3.54×1.65-π/4×1.05 = 4.98 5.0 m2

A=3.54×1.65-π/4×1.05 = 4.98 5.0 m2

A=3.54×1.65-π/4×1.05 = 4.98 5.0 m2

表層

中間層

基層

上層路盤

下層路盤

舗装切断 アスファルト t=15cm

A=3.54×1.65 =  5.8 m2

1
7
8
0

4
0
0

10.38

 5.84

仮設工構造図（4）
通信系特殊部（T-2～T-4型）

38

T-4型【一般接続用】
(W500xH1050xL2000)

正　面　図側　面　図

平　面　図
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種　　目 規　　格 数　　量 単位計　　算　　式

38

0.90.897

=

=

1箇所あたり数　量　表

38.0

床　掘 V=3.34×1.10×1.60 = 5.88 5.9 m3

= 3.24 3.2 m3

= m3

= 1.62 2

0.070= 0.07

2= 2

埋　戻

= 5.9 m3

埋戻砂 砂

残土処理 土砂 5.88

枚

t

本

t

本

N=（14+5）×2

W=38×2.00×0.0118t/m

N=3.24×2/4.00

W=2.0×0.0351t/本

N=2

軽量鋼矢板

（L=2.00m）

腹起し材

（アルミ製）

切梁材

Ⅱ　型

（賃料）

120×120×4000

（賃料）

パイプサポート

V=3.34×1.10×1.60-（2.40×0.90×0.20+2.20×0.70×1.43）

V=3.24/0.95 3.41 3.4

V=5.88

仮舗装 A=3.34×1.10-2.024×0.61 = 2.44 2.4 m2密粒度AS　t=30

土砂

水締め

設置・撤去 L=38.0×0.25 9.50= 9.5 m
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Co殻処理 V=3.67×0.06無筋

= 3.7 m2既設平板ブロック t=60 3.67A=3.34×1.10

= 0.22 0.2 m3
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仮 設 工 構 造 図 (4)
通信系特殊部（T-2,3,4型MH）

S=1:50

令和6年度
電線共同溝整備(補助･補正)工事(武町R6-1工区)



1工区
BP～No.2+8.0

（駐）

（駐） （駐）

灯

下

下

G

掲示板
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原
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柳田通バス停 木原引込2
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下

G

E
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上
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ケ
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5
3

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

仕

汚水

汚水

汚水

灯

G
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下

T

E
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VC-SS
灯発電機
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汚水 G 田上幹R1/6

駐車場
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S仕

NTT

駐車場

汚水

汚水

W

柳田通バス停
NTTNTT

北元分2
120ケ953
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北原引込L1/R3/2
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3
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1

駐車場

玉利歯科

外園 高橋洋服店

Raia

玉利

村田

佐藤ビル

居酒屋
ときん

きららの杜

いこまクリニック

笹の葉鮨

軒端

UEハウス

六番館

昴　甲南校

居酒屋　恵方 アヴェニュー武
Nビル武町

呉服のきよの

S仕

空気弁

セブンイレブン

仁太屋銀工房

中野(博)
整骨院

しばたて鉄彦

事務所

灯

仕

曙陸橋

S仕

灯

サーパス武町

車両感知機

E

NTT

120ケ
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汚水

北元分1
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田
上
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/
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ケ
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X:-15
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7725 X:-15
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X:-15
7850

7.90

8.00

7.90

7.97

8.04

8.06

7.84

8.45

7.87

7.96
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新設柱想定

既設柱想定

R10

R10

R10

R10

R10

R10

R5

R5

R2.5

R5

R10

R5

R10 R10R10

LE01

RE01

LB-L1 Tr-L1LB-L2 LB-L3

LB
-L
4

SW
T-
L1

LB-R1 LB-R2

LB-R3

Tr-R1 Tr-R2SWT-R1 SWT-R2

R5
R5

R5
R5

LT
04

R5

R5

R5

R10

R10

R10

R10

R10
R10 R5

R5

LT05

R10

R5

R7.5

R5 RT04RT03

RT05

LT02

新設柱想定
(田上幹7D)

LT01
R5

R5

R5R10R10
R10

R10R10
R5

R5

R5

R5R5

R5R5

R5

R5

R5

R5

LB-L1

高H-L1

LB-L2 Tr-L1 LB-L3 LB-L4

SWT-L1

LE01

RE01

LB-R1 Tr-R1

SWT-R1

RE02

LB-R2 LB-R3 Tr-R2

SWT-R2

LB-R4

RT05
RT04RT03RT02RT01

LT01

LT02

LT04

LT05

T-4型 T-4型 T-2型 T-2型

A-3特MH

T-3型T-4型

T-4型

T-1型

T-1型

A-3MH

A-3MH

機器用HH(LB用)

高圧分岐桝

機器用HH
(LB用)

機器用HH
(Tr用)

機器用HH(LB用) 機器用HH
(LB用)

機器用
高圧分岐桝

機器用HH
(LB用)

機器用HH(Tr用)

機器用HH(SWT用) 機器用HH(LB用)
機器用HH
(Tr用)

機器用HH
(LB用)

機器用HH(SWT用)

機器用HH(LB用)

Eh:φ100×1
 L=53.1m

Eh:φ100×1，EC1:φ100×1
        L=36.5m

Eh:φ100×1，EC1:φ100×1
       L=55.1m

Eh:φ100×1
EC1:φ100×1
L=10.6m

Eh:φ100×1，EC1:φ100×1 L=53.9m

EL:φ100×1
 L=15.6m

Eh:φ100×1
  L=5.3m

Eh:φ100×1
  L=12.8m

EL:φ100×1
  L=2.4m

EL:φ100×1 L=30.4mEL:φ100×1
  L=25.5m

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電 EC2

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電 EC2 E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電 EC2

12

12 12

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電

1

1

(LT03)

(既設MH)

(LT04)

(RT05)

(LT03)
(横断)

EL:φ100×1 L=32.9mEL:φ100×1
L=27.3m

E予:φ100×1 L=86.9m

Eh:φ100×1
L=66.8m

Eh:φ100×1
EC1:φ100×1
L=5.4m

Eh:φ100×1
EC1:φ100×1
L=36.5m

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電

1

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電 EC2

11

E特 E予

φ150 1

φ100

1

EC1九電 EC2

12

EC2:φ100×1

Eh:φ100×1，EC1:φ100×1
        L=44.5m

さや管 N Q D

φ30

(RT02)

Q:PVφ75×1

(RT02)

Q:PVφ75×1Q:PVφ75×1

バス停 照明灯

公共掲示板

照明灯

照明灯 バス停 照明灯
照明灯

(SWT-L1)

(LE01)

(SWT-R2)

E引:φ80×1 E引:φ80×1E引:φ80×1
E引:φ80×1

E引:φ80×1 E引:φ80×1
E引:φ80×1

E引:φ80×1 E引:

E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1 E引:φ80×1E引:φ80×1

E:φ80×1
L=11.4m

E:φ80×1
 L=7.1m E:φ80×1 L=2.5m

E:φ80×1 L=7.5m

E引:φ80×1

(RE02)

E:φ80×1
L=17.8m

(既設MH)

(RT02)

(横断)

(横断)

(LT03)
(横断)

高H-L1

R10 R10
R10

(LT03)

(RT02)

(横断)

(横断)

光ビーコン

E:φ80×1 L=23.6m
E:φ80×1 L=23.6m

(横断)

(横断) L=38.5m(横断)

(横断)

(横断)

(横断)

(横断)

R

E:φ80×1
L=2.5m

光ビーコンへ

記　号 名　称

T-1型(基点接続用)

A-3型マンホール

1800×2100×4000

機器用ハンドホール（TR用）

470×800×1000 (TR用)

機器用ハンドホール（SWT用）

420×450×1200 (SWT用)

1400×1800×3000

T-2型(基点接続用)

950×1400×3000

T-3型(基点接続用)

950×1500×2200

T-4型(一般接続用)

500×1050×2000

機器用高圧分岐桝

1000×900×2200

A-3特型マンホール

1800×2100×4700

電力系

通信系

区　分

特殊部　凡例

幹線・ローカル・予備

九州電力(株)

BTV

参画企業　凡例

区　分

低圧ケーブル

遠制ケーブル

通信用ケーブル

通信ケーブル用

用　途事業者

高圧幹線ケーブル

高圧分岐ケーブル
電力系

R

EL

EC1

N

B

E予

Eh

記号

EC2

NTT西日本(株) 通信ケーブル用

通信系

特別高圧幹線ケーブル E特

D

QTネット Q

機器用ハンドホール（LB用）

330×590×610 (LB用)

高圧分岐桝

650×900×2000

鹿児島県警(信号) 信号ケーブル K

(株)NTTドコモ

道路管理者

さや管 N Q D

φ30

R

さや管 N Q D

φ30

R

φ50 12

メ

1

[BD管φ200]

φ50 12

メ

1

φ50 2 1 1

メ

1

さや管 N Q D

φ30

R

φ50 2 1 1

メ

1

さや管 N Q D

φ30

R

φ50 2 1 1

メ

1

さや管 N Q D

φ30

R

φ50 4 1 1

メ

1

[BD管φ200]

[BD管φ200]

[BD管φ200]

[BD管φ200]

2

2

2

2

2

2

1

2

1

2

1

2

新設柱想定

T難視聴ケーブル

(RT02)
(横断)

(LT03)
(横断)

新設柱想定

(横断)

[BD管φ250]

横断 N Q D R

φ50 2

メ

12

φ75 1 -

B

1

K

2

横断 N Q D R

φ50

メ

12

φ75 -

1

B K

3

横断 N Q D R

φ50 2

T

12

φ75 1

B K

2

メ

1

-

横断 N Q D R

φ50

メ

12

φ75 -

1

B K

3

横断 N Q D R

φ50 2

メ

12

φ75 1 -

B

1

K

2

RT01

R5 R5

(既設MH) N D

φ50 2 2

メ

1

R10

R5

B:PVφ50×1

RE02

R5

T-1型

LT03

LT03

RT02
R10

R5

R5
R2.5

R5

R10

R10
R10

R5

R5

R5

R5

R4

交通流カメラ

ビーコン車両感知器

車両感知器

武町交差点柳田通り交差点

至:鹿児島市街

至:鹿児島中央駅

至:田上

R10

R5 R5

PV管 N Q D

φ50

R メ

112 3

B

1

R10

R10 R10

R10

(横断)

(横断)
(LT03)

(RT02)

メメンテナンス管

※表中の○はメンテナンス管使用企業

L型柵工 1基

L型柵工 1基 I型(1.7m)柵工　1基 L型柵工 1基

L型柵工 1基

L型柵工 1基 I型(1.7m)柵工　1基

I型(1.7m)柵工　1基

L型柵工 1基

I型(1.7m)柵工　1基 L型柵工 1基

L型柵工 1基

L型柵工 1基

L型柵工 1基

I型(1.0m)柵工　1基

N引込:PVφ50×1

N引込:PVφ50×1

(E引L2)φ80×1(EL)
L=5.4m

(E引L3)φ80×1(EL)
L=8.8m

(E引L4)φ80×1(EL)
L=16.4m

(E引L5)φ80×1(EL)
L=25.2m

(E引L6)φ80×1(EL)
L=15.3m

(E引L10)φ80×1(EL)
L=3.0m

(E引L11)φ80×1(EL)
L=7.5m

(E引L12)φ80×1(EL)
L=14.9m

(E引L1)φ80×1(EL)
L=11.1m

(E引L8)φ80×1(EL)
L=7.9m

(E引L9)φ80×1(EL)
L=12.2m

(E引L13)φ80×1(EL)
L=7.6m

(E引L14)φ80×1(EL)
L=7.3m

(E連R1)φ150×1(E特)
φ150×1(E予)
φ100×2(EC1)
φ100×1(EC2)

L=12.5m

(E引R3)φ80×1(EL)
L=9.7m

(E引R6)φ80×1(EL)
L=12.4m

(E引R8)φ80×1(EL)
L=9.5m

(E引R9)φ80×1(EL)
L=7.8m

(E引R5)φ80×1(EL)
L=15.6m

(E連R2)φ100×1(Eh)
L=53.1m

(E引R1)φ80×1(EL)
L=5.3m

(E引R2)φ80×1(EL)
L=6.7m

(E引R4)φ80×1(EL)
L=12.4m

(E引R7)φ80×1(EL)
L=4.8m

(E連L1)φ150×1(E特)
φ150×1(E予)
φ100×1(EC1)

L=31.5m

(E連R3)φ150×1(E特)
φ150×1(E予)
φ100×1(EC1)

L=20.2m

(N引L1)φ75×1(N)
L=2.1m[4.3m]

(N引L2)φ75×1(N)
L=2.0m[8.5m]

(N引L3)φ75×1(N)
L=1.8m[9.7m]

(N引L4)φ75×1(N)
L=1.2m[15.8m]

(N引L5)φ75×1(N)
L=1.2m[22.1m]

(N引L6)φ75×1(N)
L=1.3m[26.1m]

(N引L8)φ75×1(N)
 L=0.6m[12.4m]

(N引L9)φ75×1(N)
 L=0.6m[4.8m]

(N引L7)φ75×1(N)
L=0.7m[18.6m]

(N引L10)φ75×1(N)
L=0.3m[26.6m]

(N引L14)φ50×1(N)
L=2.1m

(N引L13)φ75×1(N)
L=1.4m[10.6m]

(Q連L2)φ75×1(Q)
L=4.7m

(Q連R1)φ75×1(Q)

(N引R2)φ75×1(N)
L=2.4m[13.0m]

(Q引R1)φ75×1(Q) (N引R6)φ75×1(N)
L=1.4m[26.0m]

(N引R3)φ75×1(N)
L=2.1m[13.4m]

(Q引R2)φ75×1(Q) (N引R7)φ75×1(N)
L=1.4m[24.0m]

(N連R2)φ50×3(N)
L=13.3m

(N引R8)φ75×1(N)
L=0.8m[3.5m]

(N引R9)φ75×1(N)
L=2.7m[14.6m]

(B連R1)φ50×1(B)

(N引L11)φ75×1(N)
L=0.3m[24.2m]

(N引L12)φ75×1(N)
L=1.5m[17.2m]

(N引R1)φ50×1(N)
L=7.2m

(D連R1)φ50×2(D)

L=22.7m
(Q連R2)φ75×1(Q)

L=11.3m

(N引R10)φ75
L=1.2m[23.0m]

(N連R4)φ75×4(N)
L=22.2m

(N引R4)φ75×1(N) (N引R5)φ75×1(N)

L=1.0m[23.3m] L=1.0m[24.9m]

(N連R1)φ75×3(N)
L=11.9m

共用FA管φ150×1 L=57.4m
共用FA管φ150×1

L=2.2m L=57.4m

メ:PVφ50×1
L=28.0m

R:PVφ50×2 L=28.0m

K:φ50×2 L=5.7m
K:φ50×2 L=8.6m

K:φ50×2
L=20.5mK:φ50×2 L=28.0m

Q:PVφ75×1 L=28.0m

B:PVφ50×1 L=28.0m

N:PVφ50×2 L=28.0m

N:PVφ50×1
L=16.1m

K:φ75×2
L=33.9m

共用FA管φ150×1 L=26.4m

L=49.4m

K:φ75×3 L=21.3m
R:PVφ50×2 L=21.3m
D:PVφ50×1 L=21.3m

メ:PVφ50×1 L=21.3m

D:PVφ50×2
L=7.9m

Q:PVφ75×1
L=7.9m

B:PVφ50×1
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